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著書（和⽂） 
渡辺憲太朗.  貫和敏博、杉⼭幸⽐古、⾨⽥淳⼀ 編集「呼吸器疾患最新の治療」ANCA 関
連肺疾患. 南江堂. 350-352. 
 
渡辺憲太朗.  北村聖 総編集 「臨床病態学」閉塞性疾患. NOUVELLE HIROKAWA. 290-
292. 
 
原著（英⽂） 
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藤⽥昌樹、柳澤 純、平塚昌⽂、⽩⽯武史、平野涼介、松本武格、⽩⽯素公、岩﨑昭憲、渡
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学会報告（国際学会） 
17th APSR,  Hong Kong 
藤⽥昌樹 他. Identifying risk factors for refractory febrile neutropenia in patients with lung 
cancer. 
 
学会報告（国内学会） 
第 52 回日本呼吸器学会学術講演会 

原田泰志 他． 上葉優位型肺腺維症は FVC が急速に低下する（ミニシンポジウム） 

廣田貴子 他． 特発性間質性肺炎における血中 KL-6 と呼吸機能の変動の関連 

内野順治 他． 当院における中等度催吐性リスクの抗がん剤に対するアプレピタントの有用性の

検討 

平野涼介 他． サルコイドーシスの閉塞性障害 

松本武格 他． ClaLa cell secretory protein(CCSP)欠損マウスは、慢性緑膿菌感染モデルにおい

て炎症惹起性気管支狭窄を来す 

藤田昌樹 他． Stenotrophomonas maltophilia の感染モデルにおける Tumor necrosis factor 

receptor (TNFR)の役割 

 

第８６回日本感染症学会総会 

松本武格 他． ＭＲＡＳＡ感染症に対するＭＲＳＡ薬の使用状況 

松本武格 他． 肺癌化学療法に関連した発熱性好中球減少症の検討 

藤田昌樹 他． 肺移植術後感染症の検討 

 

第６０回日本化学療法学会学術集会 

藤田昌樹 他． 肺癌化学療法に関連した発熱性好中球減少症ー2 大学病院間での検討 

 

第５３回日本肺癌学会総会 

藤田昌樹 他． 再発後も無加療にて長期生存中の悪性胸膜中皮腫の一例 

 

第３２回日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会総会 

渡辺憲太朗．  網谷病の提唱から 20 年 上葉優位型肺線維症をめぐる諸問題 特発性上葉肺

線維症と二次性上葉肺線維症 二次性上葉肺線維症 骨髄移植後，肺移植後，石綿肺，放射線

照射後，サルコイドーシス，膠原病などを含めて（シンポジウム/オーガナイザー 座長） 

廣田貴子 他． 当院で経験したサルコイドーシスについて 

平野涼介 他． 閉塞性肺障害を示すサルコイドーシス 

田代尚樹 他． 当科で経験した中枢神経サルコイドーシスの５例 



 

第４９回日本臨床生理学会総会 

白石素公 他． Ⅲ、Ⅳ期 COPD における運動耐用能の検討 

 

第８８回日本結核病学会総会 

藤田昌樹． 「非結核性抗酸菌症の免疫学的背景」オープニングリマーク 

 

学会報告（国内地⽅会） 
第 68 回日本呼吸器学会・日本結核病学会九州支部春季学術講演会 

吉田祐士 他． 胸水貯留を主訴に診断された悪性リンパ腫の 1 例 

児玉秀治（研修医） 他． 胃癌術後にびまん性に小葉中心性陰影を呈した 1 例 

青山 崇 他． Lemierre 症候群の 1 例 

 

第 69 回日本呼吸器学会・日本結核病学会九州支部秋季学術講演会 

松本武格 他． 血清ＣＲＰ10mg/dl 以上のＦＮの患者は初期抗菌薬に抵抗する 

廣田貴子 他． ＥＣＭＯ補助下で全肺洗浄を施行した肺胞蛋白症の一例 

吉峯晃平 他．化学療法後、再増大を繰り返し、外科的切除を施行した浸潤性胸腺腫の一例 

平野涼介 他． サルコイドーシスにおける閉塞性障害 

 

第６０回日本化学療法学会西日本支部総会・第５５回日本感染症学会中日本・第８２回日本感染

症学会西日本地方会学術集会 

松本武格 他． イトラコナゾール内服にうっ血性心不全を発症した１例 

 

第５２回日本肺癌学会九州支部学術集会・第３５回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 
吉田祐士 他． 呼吸性移動を伴う気管内腫瘍の一例 

井形文保 他． 当院における軟性気管支鏡を用いた胸腔鏡検査 

牛島真一郎 他． 全肺洗浄施行し一旦は陰影改善を認めるも再増悪を認めた肺胞蛋白症の１例 

永野健太（研修医） 他． 当院における弧在性肺腫瘍に対する低位放射線照射の検討 

 

第５３回日本肺癌学会九州支部学術集会・第３６回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 

川野裕康（研修医） 他． ゲフィニチブが奏効したＥＧＦＲ遺伝子変異を伴う腺様囊胞癌の１例 

  



 


